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資金充当時期の変更に関するお知らせ 
 

当社は、2022 年５月 13 日開催の取締役会において、2021 年 11 月 26 日付「有価証券届出書（参照方

式）」、2021 年 12 月７日付「訂正有価証券届出書（参照方式）」並びに 2021年 12 月７日付「発行価格及び

売出価格等の決定のお知らせ」にて公表いたしました「今回の調達資金の使途」につきまして、調達資金の

一部充当時期を変更することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

１．変更の理由 

 当社は 2021 年 12 月 14日を受渡期日として、公募による新株式の発行（以下、「本件ファイナンス」）を

行い、今後の成長に向けた投資資金を確保しました。本件ファイナンスを「成長へのセカンドステップ」と

定義し、獲得した投資資金を、主に 2022 年度から 2023 年度にかけて重点的に充当することで、高い売上高

成長率を継続し、売上高目標 100 億円の早期達成を目指していました。 

 しかしながら、2022 年２月 24 日のロシアによるウクライナ侵攻に起因する世界的な資源価格の高騰や、

2022 年３月 16 日に発生した福島沖地震による火力発電所の一時停止と厳寒に起因する卸電力市場価格（以下

「JEPX 価格」）の高騰等の影響により、電力会社にとっての電力調達価格が高止まりし、電力会社にとって

は継続的な収支の「逆ざや」状態となっています。かかる状況により、電力会社としては新規ユーザーの申

込受付停止や、事業撤退等による既存ユーザーとの電力供給契約の解約等、ユーザー獲得を大幅に抑制する

動きを見せており、当社にとっての売上である、電力会社からのユーザー獲得に係る一時報酬が減額される

蓋然性が高まっていました。 

 このため当社では、エネルギープラットフォーム事業における短・中期的な売上拡大に資する施策のう

ち、2022 年度中に予定していた「新規ユーザー獲得のための広告宣伝費等」について、電力会社におけるユ

ーザー獲得意欲の減退により費用対効果が充分に見込めない状態であることを鑑み、外部環境が改善するま

での間、投資実行を留保すべきと判断し、本件ファイナンスによる調達資金の一部の充当時期を変更するこ

とといたしました。なお、その他の資金使途に変更はありません。 

 

 

２．変更の内容 

 資金充当時期の変更の内容は次のとおりです。変更箇所には下線を付しております。 

 

（変更前） 

具体的な使途 金額（百万円） 充当予定時期 

エネルギープラットフォーム事業

におけるプロモーション及びセー

ルス・マーケティング体制強化の

投資に係る資金 

1,200 2022 年１月～2022 年 12 月末 

 

 

 

 



 

 

 

（変更後） 

具体的な使途 金額（百万円） 充当予定時期 

エネルギープラットフォーム事業

におけるプロモーション及びセー

ルス・マーケティング体制強化の

投資に係る資金 

700 未定 

 

※１ 1,200 百万円のうち、エネルギープラットフォーム事業におけるプロモーション費用として 300 百万円

（うち約 220 百万円は充当済み）、セールス・マーケティング体制強化の投資として 200 百万円（うち約 69

百万円は充当済み）は当初計画どおりに 2022 年 1 月から 2022 年 12 月に充当する方針です。そのため、今回

の変更においては残額の 700 百万円のプロモーション費用の充当時期を変更するものとなります。 

 

 

３．今後の見通し 

 本件が 2022年 12月期の連結業績予想に与える影響は、本日公表いたしました 2022年 12月期第１四半期決

算短信に記載の 2022 年 12 月期の連結業績予想に反映しております。なお詳細につきましては、本日公表の

「業績予想の修正に関するお知らせ」並びに「2022年12月期 第１四半期決算説明資料」をご参照ください。 

 
 

以 上 


